職務経歴書
20**年*月*日
〇〇　〇〇〇
■ 経験分野・内容	Comment by 作成者: 3～5行程度で経験業務・業務での実績・マネジメント経験・語学力等、職務経歴書でアピールしたい内容を端的に記載しましょう
（数字を活用して記載いただくと、仕事の規模感が伝わりやすいです）。
大学を卒業後、○○○○病院で○年間、臨床検査技師として従事しました。○○総合病院への転職後は、血液検査、輸血検査、凝固系検査などの検体検査や採血業務に従事しております。
・○年間の臨床検査技師としての経験
・教育担当の経験
・コミュニケーション能力（対応する相手にあわせた表現の選択・伝え方の工夫を心がけています）

■ 職務経歴
○○病院（20**年*月～20**年*月）
事業内容：内科、外科、整形外科
[bookmark: _Hlk3481927]病床数：200床　従業員：***人　雇用形態：正社員
	期間
	業務内容

	20**年**月～
20**年**月
	臨床検査課　一般検査部門（*名）に配属
臨床検査技師として以下の業務に従事。
・検体受付
・試薬の在庫管理、発注業務
・医師、看護士からの検査問い合わせ担当
・新人技師の教育担当



○○総合病院（20**年*月～現在）
事業内容：内科、外科、産婦人科、整形外科、泌尿器科
病床数：500床　従業員：***人　雇用形態：正社員
	期間
	業務内容

	20**年**月～
20**年**月
	臨床検査課　一般検査部門（*名）に配属
臨床検査技師として主に媒体検査を担当。以下の業務に従事。
・採血業務
・輸血検査
・凝固系検査



 (
≪職務内容作成のポイント≫
企業の求める条件にマッチしたキーワードを盛り込むことで、人事担当者から「この人は入社後も活躍してくれる」と思ってもらいやすくなります。
【ポイント】
よりアピールしたい内容の補足説明、上記実績の要因分析（どのような取組み・工夫を行ったことで達成したのか、もしくは達成しなかった場合はその原因分析、それを受けての取組みなど）、具体的な成功事例等を記入
【マネジメント経験】
マネジメント経験者は、取組みや工夫点、自身の個人業績の他、自グループ、自部署全体の実績も出来れば記載。
)

■ 取得資格
20**年1月	普通自動車第一種免許
20**年1月	臨床検査技師
TOEIC　 ：○○点

■ 自己PR	Comment by 作成者: ≪自己PRのポイント≫
職務経歴を羅列するだけが職務経歴書の役割ではありません。意欲や熱意に加え、実務能力と関連付けた自己PRが大切になります。

■書き方■
長文で記載せず、いくつかの項目別に記入すると効果的です。
見出しを設け、具体例を記載頂くイメージです。ご自身でPRしたいテーマに沿って作成ください。
 (
長文で記載せず、いくつかの項目別に記入すると効果的です。
職務経歴欄で記載した成功事例もしくは実績をより深める形で、目標をコミットメントし、それを達成する為に何を意識している、等、より自身が成果を出せる人材であることをアピールしてください。
もしくは業務改善・効率化における事例などでも結構です。ご自身の職種に合わせて、作成してください。
＜徹底した顧客データ管理による的確な提案力＞
　※
具体的な手法や工夫点、攻略事例など
＜顧客との信頼関係構築に向け意識していた点＞
※
顧客との長期的な関係の維持、及び他社との差別化において工夫していた点など
＜成功事例もしくは実績＞
※上記職務経歴欄の実績をより深める形で、目標をコミットメントし、それを達成する為に何を意識している、等、より自身が成果を出せる人材であることをアピールしてください。もしくは業務改善・効率化における事例などでも結構です。
＜キャリアビジョンもしくは今後の目標など＞
※今後、短期的に貢献できる事、中長期的な目標及びその目標を達成する為にどのような取り組みをするのか、等を出来る限り具体的にご記載下さい。（この項目については、志望職種、業界等により分けて作成頂いても結構です）
)

（記入例）

＜コミュニケーション力・協調性＞
私は「縁の下の力持ち」のような役割を担う人間です。チームのために自分が何をできるかを常に考えて、コミュニケーション力を発揮しながら行動できます。チームメンバーがリーダーの指示が少し曖昧なため、何をすればいいかわからないので作業が進められないと不満を持っていることがあった際、私は両者の間のパイプ役となり、リーダーの指示をできるだけわかりやすい形で彼らに伝えるようにしました。この経験を活かして、貴社でもチームが力を最大限発揮できるように、コミュニケーション力を発揮していきたいと考えています。

＜マネジメント力＞
仕事はチームで行うものであるため、リーダーとして6名のチームを任された際、メンバー同士の連携がなく、事務処理効率が悪くなっていることに気づきました。そこで、自ら率先してメンバーの意見をとりまとめ、課題共有や意見交換をする場を定期的に設けたところ、情報伝達ミスが減り目標達成できたことに加え、問題が起こった際には必ず相談してもらえる関係性を築くことができました。

＜スケジュール管理・マルチタスク遂行力＞
※具体的な手法や工夫点、攻略事例など

＜交渉力＞
※具体的な手法や工夫点、攻略事例など

以上
